


 

  



 

 

【講評】 

Ⅰ データの分析 （やや易） 

共通テスト向けの学習をしていた受験生が有利だったか。一つ一つの難易度は高くなく、知っている、知って

いないで大きく得点差のつく問題であったように感じる。受験会場での戸惑いが難しさを押し上げたかもしれな

い。 

 

Ⅱ 三角比 図形と計量 （標準） 

（1）～（3）までは確実に得点したい。（4）はベクトルを使っても解けるが、図形として処理したほうが楽だろ

う。（5）は感覚的に中点で解いても答えは出る。最小がその時であることの証明は面倒だが、解答だけを合わせ

ることはできる。（6）は今年の問題セットの中では最も難しかったか。 

 

Ⅲ 図形と方程式 三角関数 微分積分 （標準） 

（1）（ⅰ）（ⅱ）は確実に得点するべき。（ⅲ）でθの位置に惑わされず設定を読めれば、（3）までは解けたと思わ

れる。（4）は（3）の定点をうまく使いたい。（5）は直線 m とは関係のない問題になったので、別に取り組めた。 

 

1 次突破は昨年より少し高めの５割 5 分から 6 割が目安となるだろう。 

 

 


